
要旨：
免疫は本来「疫から免れる」しくみであり、そのために炎症を起こすことが
重要であるが、近年、炎症が多くの疾患を増悪させることがわかり、活性化
と抑制のバランスが注目されている。しかし、獲得免疫を起動する自然免
疫の制御機構は未解明な点が多い。私はこれまで、自然免疫細胞の活性
化・抑制性受容体であるCD300分子群に着目し、抑制性受容体CD300aが
死細胞に表出するホスファチジルセリン（PS）を認識して、マスト細胞、樹
状細胞、マクロファージの活性化を抑制することを見出した (J Exp Med 
2012, Nat Immunol 2016)。さらにCD300aは、死細胞貪食を抑制する既知
で唯一のPS受容体であり、脳梗塞、心筋梗塞などで炎症とその後の組織
修復を左右することを示し (Sci Immunol 2021, J Clin Invest 2025)、阻害
抗体による臨床応用を目指している。今後は、細胞死の様式や貪食細胞
の多様性に応じた新たな貪食制御受容体を探索し、「食べる」しくみと「食
べた」後の炎症制御を包括的に理解し、死細胞の多いがん組織で、その処
理が自然免疫応答をどう方向づけるのかを解明したい。
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